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【チェック・チェック】

分母を有理化する (分母の
√
　 をはず)には
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として，分母において (A+B)(A−B) = A2 −B2 の公式を利用します．

【解答】

分母を有理化する．
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←− 分母分子に
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• 分母を有利化するために，分母分子に
「1 +

√
3−

√
2をかける」，「

√
2 +

√
3− 1をかける」

という方針も考えられるが，【解答】のように分母分子に

「1 +
√
2−

√
3をかける」

のほうが計算を少なく済ませることができる．それはこのとき

は分母が
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√
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√
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√
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として，単項式になるからである．

https://dl.dropboxusercontent.com/u/39826611/C%26RIA/1a010202_%E6%9C%89%E7%90%86%E5%8C%96.pdf

